
2025 年度
聖徳学園中学校 適性検査（２科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ 解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査Ⅰ

〈
２
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

文
章
１

出
典
は
、
に
し
が
き
よ
う
こ
『
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ 

風
の
歌
声
』
に
よ
る
。
中
学

生
の
嘉
穂
が
、
友
人
で
あ
る
ひ
と
み
に
さ
そ
わ
れ
て
訪
問
し
た
音
楽
教
室
で
、

歌
を
歌
い
、
そ
の
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
る
様
子
を
え
が
い
た
文
章
で
あ
る
。
嘉

穂
の
歌
声
や
気
持
ち
が
、た
と
え
や
擬ぎ

態た
い

語ご

を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。後
藤

先
生
の
指
揮
の
も
と
で
歌
っ
た
と
き
や
、
歌
い
終
わ
っ
た
あ
と
の
嘉
穂
の
感
覚

と
気
持
ち
を
つ
か
み
、
嘉
穂
の
ひ
と
み
に
対
す
る
反
応
の
理
由
を
理
解
し
て
い

き
た
い
。 

文
章
２

出
典
は
、
風
野
潮
『
レ
ン
ト
ゲ
ン
』
に
よ
る
。
高
校
生
の
「
僕
」
が
、
新
入
部

員
勧
誘
の
た
め
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
演
奏
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
様
子
を

え
が
い
た
文
章
で
あ
る
。演
奏
す
る
中
で
の「
僕
」の
気
持
ち
の
変
化
が
て
い
ね

い
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
指
の
怪
我
の
せ
い
で
、
思
う
よ
う
に
バ
イ
オ
リ
ン
を

弾
け
な
い「
僕
」の
気
持
ち
が
、葵
の
踊
り
を
き
っ
か
け
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
の
か
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

〔
問
題
１
〕 

解
答
例

声
が
壁
に
は
ね
返
さ
れ
て
聞
こ
え
た
、
外
で
歌
っ
て
い
た
と
き
と
は
違
う
自

分
の
声
に
つ
い
て
考
え
、
歌
う
こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
に
ひ
た
っ
て
い
た
か
ら
。

（
五
十
九
字
） 

【
解
説
】 

「
生
返
事
」
は
、
気
の
抜
け
た
い
い
か
げ
ん
な
返
事
の
こ
と
。
嘉
穂
が
「
生
返

事
を
繰
り
返
し
た
」の
は
、他
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。し

た
が
っ
て
、嘉
穂
が
気
を
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
何
か
を
お
さ
え
る
。嘉
穂
は
、

音
楽
教
室
で
後
藤
先
生
の
指
揮
に
従
っ
て
歌
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
歌
っ
た
と
き
に
は
、「
自
分
の
声
が
風
に
乗
っ
て
、ひ
ろ
が
っ
て
」

い
っ
た
が
、
音
楽
教
室
で
は
「
声
は
壁
に
は
ね
返
さ
れ
て
自
分
の
耳
に
も
ど
っ

て
き
た
」た
め
、自
分
が
ど
の
よ
う
な
声
を
出
し
て
い
る
の
か
、嘉
穂
自
身
に
も

わ
か
っ
た
。
嘉
穂
は
そ
の
と
き
の
感
覚
を
思
い
返
し
て
、「
あ
れ
が
嘉
穂
の
声
な

の
だ
」
と
自
分
自
身
の
声
を
意
識
し
、「
両
腕
を
の
ば
し
、
気
持
ち
い
い
！ 

と

叫
び
だ
し
た
い
ほ
ど
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。つ
ま
り
、ひ
と
み
に
対
し
て「
生
返

事
を
繰
り
返
し
た
」
の
は
、
音
楽
教
室
で
初
め
て
自
覚
し
た
自
分
の
声
に
つ
い

て
考
え
、歌
っ
た
と
き
の「
気
持
ち
い
い
」と
い
う
感
覚
に
ひ
た
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
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Ⅰ



〔
問
題
２
〕 

 
解
答
例 

 
（
今
ま
で
は
）
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
思
い
ど
お
り
に
弾
け
な
く
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、久
し
ぶ
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
こ
と
を「
楽
し
い
」と
思
え

る
（
よ
う
に
な
っ
た
。） 

（
五
十
五
字
） 

【
解
説
】 

 

ま
ず
、「
以
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
『
僕
』
の
様
子
と
比
か
く

し
な
が
ら
」
と
あ
る
の
で
、「
以
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

ふ
れ
ら
れ
て
い
る
部
分
を
と
ら
え
る
。「
僕
」
は
、「
今
ま
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
誰
か
に
自
分
を
見
ら
れ
て
い
る
、
自
分
の
音
を
聴
か
れ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
し
ま
い
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、
思
い
ど

お
り
に
弾
け
な
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
。次
に
、葵
の
踊
り

に
注
目
し
た
あ
と
の
「
僕
」
の
状
況
や
、
気
持
ち
の
変
化
を
と
ら
え
る
。「
僕
」

は
指
に
怪
我
を
し
て
い
て
、「
上
手
く
指
が
動
か
な
い
」と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、

葵
の
踊
り
に
意
識
を
向
け
る
う
ち
に
、
指
の
痛
み
や
指
を
上
手
く
動
か
せ
な
い

と
い
う
焦
り
を
忘
れ
て
、「
飛
び
跳
ね
る
葵
を
支
え
る
音
に
な
り
た
い
」
と
い
う

思
い
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、「
僕
」
は
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と
な
く
、「
久
し
ぶ
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
こ
と
を

『
楽
し
い
』
と
感
じ
な
が
ら
」
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 
〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 
 

「
文
章
１
、
文
章
２
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
」「
具
体
例
を
挙
げ
て
」
説
明
す
る

と
い
う
条
件
を
お
さ
え
て
書
く
。作
文
で
は
、示
さ
れ
た
条
件
か
ら
外
れ
る
と
、

減
点
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
章
１
と
文
章
２

を
ふ
り
返
り
、主
人
公
で
あ
る
嘉
穂
や「
僕
」
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
で
自
分
の

実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
お
さ
え
て
整
理
す
る
。
嘉
穂
は
後
藤

先
生
の
指
揮
に
集
中
し
て
、頭
を「
真
空
」に
し
て
声
を
出
す
こ
と
で
、
歌
の
実

力
を
発
揮
し
て
い
る
。「
僕
」
は
葵
の
踊
り
に
意
識
を
向
け
、
葵
の
踊
り
に
調
和

し
た
音
を
出
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
の
実
力
を
発
揮
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
う
え
で
、「
自
分
の
実
力
を
思
う
存
分
発

揮
す
る
た
め
」の
方
法
を
、具
体
例
と
と
も
に
説
明
す
る
。自
分
が
実
際
に
体
験

し
た
こ
と
や
、
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
る
と
よ
い
。 
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〔
問
題
２
〕 

 

解
答
例 

 

（
今
ま
で
は
）
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
思
い
ど
お
り
に
弾
け
な
く
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、久
し
ぶ
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
こ
と
を「
楽
し
い
」と
思
え

る
（
よ
う
に
な
っ
た
。） 

（
五
十
五
字
） 

【
解
説
】 

 

ま
ず
、「
以
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
『
僕
』
の
様
子
と
比
か
く

し
な
が
ら
」
と
あ
る
の
で
、「
以
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

ふ
れ
ら
れ
て
い
る
部
分
を
と
ら
え
る
。「
僕
」
は
、「
今
ま
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
誰
か
に
自
分
を
見
ら
れ
て
い
る
、
自
分
の
音
を
聴
か
れ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
し
ま
い
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、
思
い
ど

お
り
に
弾
け
な
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
。次
に
、葵
の
踊
り

に
注
目
し
た
あ
と
の
「
僕
」
の
状
況
や
、
気
持
ち
の
変
化
を
と
ら
え
る
。「
僕
」

は
指
に
怪
我
を
し
て
い
て
、「
上
手
く
指
が
動
か
な
い
」と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、

葵
の
踊
り
に
意
識
を
向
け
る
う
ち
に
、
指
の
痛
み
や
指
を
上
手
く
動
か
せ
な
い

と
い
う
焦
り
を
忘
れ
て
、「
飛
び
跳
ね
る
葵
を
支
え
る
音
に
な
り
た
い
」
と
い
う

思
い
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、「
僕
」
は
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と
な
く
、「
久
し
ぶ
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
こ
と
を

『
楽
し
い
』
と
感
じ
な
が
ら
」
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

「
文
章
１
、
文
章
２
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
」「
具
体
例
を
挙
げ
て
」
説
明
す
る

と
い
う
条
件
を
お
さ
え
て
書
く
。作
文
で
は
、示
さ
れ
た
条
件
か
ら
外
れ
る
と
、

減
点
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
章
１
と
文
章
２

を
ふ
り
返
り
、主
人
公
で
あ
る
嘉
穂
や「
僕
」
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
で
自
分
の

実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
お
さ
え
て
整
理
す
る
。
嘉
穂
は
後
藤

先
生
の
指
揮
に
集
中
し
て
、頭
を「
真
空
」に
し
て
声
を
出
す
こ
と
で
、
歌
の
実

力
を
発
揮
し
て
い
る
。「
僕
」
は
葵
の
踊
り
に
意
識
を
向
け
、
葵
の
踊
り
に
調
和

し
た
音
を
出
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
の
実
力
を
発
揮
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
う
え
で
、「
自
分
の
実
力
を
思
う
存
分
発

揮
す
る
た
め
」の
方
法
を
、具
体
例
と
と
も
に
説
明
す
る
。自
分
が
実
際
に
体
験

し
た
こ
と
や
、
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
る
と
よ
い
。 

１ 
〔問題１〕 

【解 説】 

４番目のクロールをいちばん速い記録のあきおさんが泳ぐとすると、３番目の

バタフライを泳ぐのははるきさんに決まります。したがって、２番目の平泳ぎは

ふゆみさん、１番目の背泳ぎはなつよさんが泳ぐことになります。グラフは、 

（０秒、０ｍ）、（４０秒、５０ｍ）、（８５秒、１００ｍ）、（１２０秒、１５０ｍ）、

（１５０秒、２００ｍ）の各点を順に直線で結んでいきます。 

１番目 → ２番目 → ３番目 → ４番目

( ななつつよよ )→( ふふゆゆみみ )→( ははるるきき  )→( ああききおお ) 
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〔問題２〕 

赤色のコースフロートをＣの位置で使うことが〔 できる ・ できない 〕 

〔説明〕 

必要なコースフロートの個数は、 

Ａの位置では、５００×２÷２５＝４０(個) 

Ｂの位置では、２×３＝６(個) 

Ｃの位置では、１０００×４÷２５－６＝１５４(個) 

なので、赤色のコースフロートは１００個より、 

Ｃの位置に使用することはできない。 

 

【解 説】 

４か所のＣの位置で必要なコースフロートの個数を考えます。 

１０ｍ＝１０００ｃｍですから、１０００×４÷２５＝１６０より、Ｃの位置で

必要なコースフロートは、Ｂの位置の６個を除いて、１６０－６＝１５４（個）

です。倉庫にある赤色のコースフロートは１００個ですから、赤色のコースフロ

ートをＣの位置で使うことはできません。 
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〔問題２〕 

赤色のコースフロートをＣの位置で使うことが〔 できる ・ できない 〕 

〔説明〕 

必要なコースフロートの個数は、 

Ａの位置では、５００×２÷２５＝４０(個) 

Ｂの位置では、２×３＝６(個) 

Ｃの位置では、１０００×４÷２５－６＝１５４(個) 

なので、赤色のコースフロートは１００個より、 

Ｃの位置に使用することはできない。 

 

【解 説】 

４か所のＣの位置で必要なコースフロートの個数を考えます。 

１０ｍ＝１０００ｃｍですから、１０００×４÷２５＝１６０より、Ｃの位置で

必要なコースフロートは、Ｂの位置の６個を除いて、１６０－６＝１５４（個）

です。倉庫にある赤色のコースフロートは１００個ですから、赤色のコースフロ

ートをＣの位置で使うことはできません。 

 

 

 

 

 

  

〔問題３〕 

  〔２をつけた練習目的〕 

強い持久力 ・ 強い推進力 ・ 正しい泳法 ・ 正しい呼吸法 

   〔ははるるききさんの評価表〕 

 

【解 説】 

「強い持久力」の重要度が１で、残りの練習目的の重要度がすべて４であるとき

を考えると次のようになります。 

「強い推進力」、「正しい泳法」、「正しい呼吸法」のどれか 1つだけ、重要度が２

になるときに、２つの練習プランの合計点数が４７点になる場合を探します。 

練習プランＳは、すでに４１点で点数を増やすことはできないので、４７点にな

りません。練習プランＰは４８点で、１点だけ合計点数を減らす方法がないので、

４７点の練習プランはＱとＲです。合計点数を、練習プランＱは８点、Ｒは１０

点減らす必要があり、「強い推進力」の重要度を４から２に減らしたときに条件

を満たします。「正しい泳法」、「正しい呼吸法」の重要度を変えても条件を満た

しません。したがって、重要度が２の練習目的は「強い推進力」です。  

練習目的 重要度 
Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ 

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 

強い持久力 １１  ４ ４４  ３ ３３  １ １１  ５ ５５  

強い推進力 ２２  ４ ８８  ４ ８８  ５ １１００  ３ ６６  

正しい泳法 ４４  ２ ８８  ５ ２２００  ５ ２２００  ４ １１６６  

正しい呼吸法 ４４  ５ ２２００  ４ １１６６  ４ １１６６  ２ ８８  

合計点数  ４４００   ４４７７   ４４７７   ３３５５  

練習目的 重要度 
Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ 

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 

強い持久力 １１  ４ ４４  ３ ３３  １ １１  ５ ５５  

強い推進力 ４４  ４ １１６６  ４ １１６６  ５ ２２００  ３ １１２２  

正しい泳法 ４４  ２ ８８  ５ ２２００  ５ ２２００  ４ １１６６  

正しい呼吸法 ４４  ５ ２２００  ４ １１６６  ４ １１６６  ２ ８８  

合計点数  ４４８８   ５５５５   ５５７７   ４４１１  

表表  ははるるききさんの評価表  
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２ 
〔問題１〕 

【解 説】 

泉佐野市としては、農業を始めたい人や若い世代で仕事をしていない人に対し

て、職に就くことを前提にして農業技術などの職業訓練を行うことができます。

また、人口が少しずつ減少している弘前市としては、そのような人たちに農業に

関わってもらうことで労働力不足を解決することができます。図２、図３からこ

のプロジェクトに参加する人の年齢について考え、答えをまとめましょう。 

 

  

 

（選んだ一つを〇で囲みなさい。） 
泉泉佐佐野野市市                  弘弘前前市市  

（例）・泉佐野市 泉佐野市で仕事をしていない 20～29歳の人数が増加し

ているという課題に対して、これらの人たちに農業などの技術を身

につけるための職業訓練などを行うことで、職に就く機会を与える

ことができる。 

・弘前市 弘前市の農業従事者のうち若者の割合が低いという課題

に対して、泉佐野市から人がくることで、若い年代の農業従事者が

増加し、農業の後継者不足を解消することができる。 
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２ 
〔問題１〕 

【解 説】 

泉佐野市としては、農業を始めたい人や若い世代で仕事をしていない人に対し

て、職に就くことを前提にして農業技術などの職業訓練を行うことができます。

また、人口が少しずつ減少している弘前市としては、そのような人たちに農業に

関わってもらうことで労働力不足を解決することができます。図２、図３からこ

のプロジェクトに参加する人の年齢について考え、答えをまとめましょう。 

 

  

 

（選んだ一つを〇で囲みなさい。） 
泉泉佐佐野野市市                  弘弘前前市市  

（例）・泉佐野市 泉佐野市で仕事をしていない 20～29歳の人数が増加し

ているという課題に対して、これらの人たちに農業などの技術を身

につけるための職業訓練などを行うことで、職に就く機会を与える

ことができる。 

・弘前市 弘前市の農業従事者のうち若者の割合が低いという課題

に対して、泉佐野市から人がくることで、若い年代の農業従事者が

増加し、農業の後継者不足を解消することができる。 

 

 

 

 

 

〔問題２〕 

【解 説】 

「農業女子プロジェクト」のメンバーの年齢構成を見ると、女性の農業従事者の

中で割合が低い 40代までのメンバーが多いことから、このプロジェクトがもっ

と広まることで、若い年代の農業従事者を増やすこと、農業従事者数を維持する

ことが期待されます。また、自分たちの声が反映されやすい状況であることは、

自分たちの力で今よりも働きやすい環境をつくり出すことにもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔「農業女子プロジェクト」が農業にもたらす役割〕 
（例）女性の農業従事者の数の減少や高齢化に対して、若い年代の女性の

農業従事者の数を増やすことで、農業従事者数を維持することがで

きる。 

〔「農業女子プロジェクト」の取り組みが女性の農業従事者に対して与えた効果〕 

（例）女性の農業従事者の声を商品に反映し、女性でもあつかいやすい農

具などを開発していくことにより、女性の農業従事者が働きやすい

環境が生まれ、女性が農業に従事しやすくなった。 
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３ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

鉄粉には磁石に引きつけられる性質があります。２４時間置いた後のペットボ

トルの中身が磁石に引きつけられたことから、ペットボトルの中には鉄粉が残

っていると考えられます。この実験ではペットボトルのふたを閉めたままであ

ったため、新しい空気が入ってきませんでした。そのため、ペットボトル内の酸

素がすべて鉄粉などと結びついて使われると、残りの鉄粉は酸素と結びつくこ

とができず、そのまま残ります。 

 

  

（例）ペットボトル内の酸素は、すべてペットボトルに入れたカイロの粉の中 

 

の鉄粉と結びつき、２４時間置いた後のペットボトルの中には酸素と結びついて 

 

いない鉄粉が残っている。 
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３ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

鉄粉には磁石に引きつけられる性質があります。２４時間置いた後のペットボ

トルの中身が磁石に引きつけられたことから、ペットボトルの中には鉄粉が残

っていると考えられます。この実験ではペットボトルのふたを閉めたままであ

ったため、新しい空気が入ってきませんでした。そのため、ペットボトル内の酸

素がすべて鉄粉などと結びついて使われると、残りの鉄粉は酸素と結びつくこ

とができず、そのまま残ります。 

 

  

（例）ペットボトル内の酸素は、すべてペットボトルに入れたカイロの粉の中 

 

の鉄粉と結びつき、２４時間置いた後のペットボトルの中には酸素と結びついて 

 

いない鉄粉が残っている。 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

〔問題２〕 

 
【解 説】 

実験のペットボトル内に注目します。ペットボトル内の空気中の酸素の体積は、

カイロが使った酸素の体積と等しく、カイロが使った酸素の体積の分だけペッ

トボトルがへこんだと考えられます。また、ペットボトルがへこんだ分の体積は、

形がへこむ前のペットボトル全体の体積と２４時間置いた後の形がへこんだペ

ットボトル全体の体積の差であり、これはあふれた水の体積と等しく、８５.０

cm３となります。さらに、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトル内の空

間の体積と等しいと考えると、ペットボトルの内側の体積からカイロから取り

出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等しくなります。よって、

空気中の酸素の体積の割合は、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積

－カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５.０÷

（５２０－９０）×１００＝１９.７６…より、１９.８％とわかります。 

〔式と文章〕 

（例）空気中の酸素の体積の割合を求める式は、空気中の酸素の体積÷空気の 

 

体積×１００（％）で表される。実験で、ペットボトル内の空気中の酸素の体 

 

積は、ペットボトルがへこんだ分の体積と等しく、これはあふれた水の体積と 

 

も等しい。また、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトルの内側の体積 

 

から、カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等 

 

しい。よって、空気中の酸素の体積の割合を、実験の結果の表にある値を利用 

 

して求めるには、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積－カイロか 

 

ら取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５÷ 

 

（５２０－９０）×１００の計算をすればよい。 

 

空気中の酸素の体積の割合： １９.８  ％ 
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